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医師法第16条の10の規定に基づく専門研修に関する協議について

１．概要
医師法の規定に基づき、一般社団法人日本専門医機構から厚生労働省に提示された研修プログラム等につ
いて、令和４年７月22日付けで厚生労働省からの協議があったため、本県の各プログラムの状況を確認した上
で、本県としての意見を検討するもの

第十六条の十 医学医術に関する学術団体その他の厚生労働省令で定める団体は、医師の研修に関する計画を定め、又は変更

しようとするときは、 あらかじめ、厚生労働大臣の意見を聴かなければならない。

３ 厚生労働大臣は、第一項の規定により意見を述べるときは、あらかじめ、関係都道府県知事の意見を聴かなければならない。

４ 都道府県知事は、前項の規定により意見を述べるときは、あらかじめ、地域医療対策協議会の意見を聴かなければならない。

２．都道府県の確認事項

日本専門医機構から提供された令和５（2023）年度開始の研修プログラムの内容（基幹施設・連携施設
ごとの施設名・指導医数等）について、次の事項を確認

医師法（関係部分抜粋）

（１）国からの協議について

医師専門研修部会での特別地域連携プログラム、子育て支援加算等に関する議論を踏まえた、都道府県内の医師確保対策や偏在対策に対
する影響

（２）専門研修プログラムについて

①個別プログラムの内容

・連携施設、ローテション及び採用人数の設定、プログラムの廃止、地域枠医師等への配慮

②各診療領域のプログラムについて

・複数の基幹施設設置について（内科、小児科、精神科、外科、整形外科、産婦人科、麻酔科及び救急科）

・診療科別の定員配置について

確認事項
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基本的な考え方：（意見なし）また

本県の連携先となり得る足下医師充足率0.7以下の診療科は、形成外科（0.59）の１科のみ

であり、現段階では、影響がないものと考えられるが、今後の動向を注視していきたい。本県で臨床研
究医枠の制度に参画する研修プログラムはない。

「特別地域連携プログラム」の設置、「子育て支援加算」の設置に関する意見

医師専門研修部会での「特別地域連携プログラム」、「子育て支援加算」等に関する議論

を踏まえた、都道府県内の医師確保対策や偏在対策に対する影響について

３．各項目の確認
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プログラムの連携施設、ローテーション及び採用人数の設定等に関する意見

・プログラムの連携施設の設定、ローテーション及び採用人数が都道府県の偏在対策に配慮

されたものであること。

・プログラムの廃止がある場合は、それによって地域の医療提供体制に多大な影響を与えな

いこと。

基本的な考え方：（意見なし）

・国の偏在指標による医師少数区域は、

産科…富山医療圏以外すべて 小児科…新川

医師少数区域に所在する医療機関が連携施設に含まれている。

また、各診療科において、形成外科および臨床検査をのぞく、ほぼ全ての圏域に連携施設

が含まれていることから、医師確保対策や偏在対策に資するものといえる。

３．各項目の確認 個別プログラムの内容について
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地域枠医師等への配慮に関する意見

・特定の地域や診療科において従事する医師を確保する観点から、地域枠等の従事要件に

配慮された研修プログラムであること。

基本的な考え方：（意見なし）

・本県特別枠が、大学病院を中心に専門研修プログラムとの整合性を確保しながらローテートし

（特別枠医師が従事可能なローテーション）、各診療科領域の専門医取得が可能となっている。

必要に応じて、県と基幹施設との間で個別調整



基本的な考え方：（意見なし）

県内では、指定の８診療科の全てにおいて、複数の基幹施設が置かれている。
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３．各項目の確認 各診療領域プログラムの内容について

複数の基幹施設又は連携施設に関する意見

・小児科、精神科、外科、産婦人科、麻酔科及び救急科については、都道府県ごとの複数

の基幹施設が置かれていること。

富山県内の基幹施設

１３基幹施設
１９診療科（全領域）
４１プログラム
Ｒ３比：変更なし
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定員配置等に関する意見

・診療科別の専門研修プログラムの定員配置が都道府県内の医師確保対策や偏在対策に

資するものになっていること。

基本的な考え方：（意見なし）

・県全体の希望定員数は、188人で前年度から１名増となっている。

・診療科別の希望定員数は、前年度と概ね同数であり、また2018年度以降における

各年度の専攻医採用数を上回っている。

・プログラムが募集する専攻医の数は、基幹施設における症例数、指導医数から算出される

定員内であり、県内での必要医師数をほぼ上回る数となっており、適切であると考えられる。

※プログラムデータは、各領域の基準に準拠したものとなっており、１次審査を経て県へ提示されている。

※専攻医受入数は、研修指導医の数、研修基幹施設や専門研修連携施設の症例数、専攻医が経験すべき 症例の種類

と数が十分に確保されていることが必要
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富山県の2023年度専攻医募集におけるシーリングについて
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基本領域専門医 基本領域（１９領域）

内科（13+2領域） 外科（６領域）

サブスペシャルティ
専門医

サブスペシャルティ領域（23領域が認定）

・・・

一人前の医師
富山大学資料より



専攻医期間（年）

期間 3年間 ４年間 5年間

基本領域

内科
小児科
精神科
外科
産婦人科
放射線科
病理
臨床検査科
救急科
総合診療科
リハビリ科

整形外科
眼科
耳鼻咽喉科
泌尿器科
麻酔科
形成外科
脳神経外科

皮膚科

研修期間（修了年限）一覧

富山大学資料より



専門医取得までのタイムコース
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◆内科専門医は6年目で取得可能
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10年
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専攻医登録のスケジュール

(2021年の場合）

11/1211/1

1次登録

12/1

2次登録

12/14

1次採用決定

1/6

2次採用決定

11/29
12/24

最終登録

1/18

1/31
最終採用決定
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